
特
集

新型インフルエンザまん延、
そのとき、国、自治体は
　今年の３月以降世界中に感染が広がった新型インフルエンザは日本にも上陸し、春先の流
行をもたらしました。9月、小・中・高で2学期が始まると流行は全国に拡大し、10月以降の感
染のピーク到来が憂慮されています。今回の特集では、新型インフルエンザの特徴、ワクチ
ン接種などを含めた国の対策や実際に感染者が出た自治体での対応などについてご寄稿い
ただきました。

9 市政 OCTOBER 2009 

寄稿 1 新型インフルエンザにおける国の対応
厚生労働省健康局新型インフルエンザ対策推進室　石川晴巳

寄稿2 流行ピーク時の混乱に自治体はどう対処すべきか
新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会委員長、自治医科大学教授　尾身　茂

寄稿3
教訓を踏まえた新型インフルエンザ対策
〜住民に身近な行政として〜
茨木市長　野村宣一
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寄稿 1
常
に
大
切
に
な
る
。
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
々
へ
は
予

防
を
促
す
注
意
喚
起
を
行
う
一
方
、
感
染
が
疑
わ
れ

た
ら
、
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
冊
子
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
も
と
も
と
基
礎
疾
患
を
持
た
な
い
健
康
な

人
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
症
状
が
比
較
的
軽
く
、

自
宅
で
療
養
で
き
る
場
合
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、
様

子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
し
、
外
出
し
て
、

人
と
触
れ
合
う
よ
う
な
活
動
は
避
け
、
自
宅
で
ゆ
っ

く
り
と
寝
て
回
復
を
待
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
国

と
し
て
も
「
熱
が
下
が
っ
て
か
ら
２
日
目
ま
で
」「
発

熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
、
症
状
が
始
ま
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
７
日
目
ま
で
」
を
目
安
に
、
外
出
の
自

粛
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
自
宅
療
養
中
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な

症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
必
要
が
あ
る
。

■
小
児

・
呼
吸
が
速
い
、
息
苦
し
そ
う
に
し
て
い
る

・
顔
色
が
悪
い（
土
気
色
、
青
白
い
な
ど
）

・
嘔お
う
と吐

や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
い
、
遊
ば
な
い
、
反
応
が
鈍
い

・
症
状
が
長
引
い
て
い
て
悪
化
し
て
き
た

■
大
人

・
呼
吸
困
難
ま
た
は
息
切
れ
が
あ
る

・
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

・
嘔お
う
と吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
３
日
以
上
、
発
熱
が
続
い
て
い
る

・
症
状
が
長
引
い
て
い
て
悪
化
し
て
き
た

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
に
か
か
る
際
に
も
、
疾

患
の
有
無
、
症
状
に
応
じ
た
対
応
を
心
掛
け
る
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
治
癒
証
明
な
ど
の
発
行
を
求
め
る
受
診
が

あ
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
医
療
機
関
へ
の
負
担
を
い

た
ず
ら
に
増
や
す
ば
か
り
で
、
本
当
に
必
要
な
人
へ

治
療
が
施
さ
れ
な
い
状
況
を
生
み
か
ね
な
い
。
学
校

お
よ
び
事
業
体
の
ル
ー
ル
が
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を

増
長
し
て
い
な
い
か
、
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
は
、
感
染
し
、
体
調
が
悪
化
し
て
も
、
職

　

新
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
本
年
の
８
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
一
週
間

に
お
け
る
全
国
の
定
点
医
療
機
関
当
た
り
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
患
者
報
告
数
は
１
・
69
。
全
国
的
な
流
行

開
始
の
指
標
で
あ
る
１
・
00
を
大
幅
に
上
回
り
、
本

格
的
な
流
行
期
に
突
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

そ
れ
以
後
も
、
患
者
数
は
増
え
続
け
て
い
る
の

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
、厚
生
労
働
省
で
は
、総
力
を
挙
げ

て
、そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
だ
が
、こ
れ

を
機
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
は
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。
ま
ず
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
に
懸
念
す
べ
き
は
、
社
会
活
動
の
停
滞
や
医

療
供
給
体
制
へ
の
影
響
で
あ
る
。

　

流
行
期
に
入
っ
た
現
在
、
も
は
や
感
染
拡
大
を
抑

え
込
む
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
、
流
行
規
模
は
大
き
く
、
感
染
者

数
も
多
く
な
る
と
予
想
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
新
型
の
特
徴
と
し
て
は
、
感
染

し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回

復
す
る
一
方
で
、
基
礎
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢

性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
代

謝
性
疾
患
、
腎
機
能
障
害
、
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど

に
よ
る
免
疫
機
能
不
全
）が
あ
る
人
、
妊
婦
、
幼
児
、

高
齢
者
な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

も
し
、
感
染
拡
大
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
感
染
者

数
が
急
増
し
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
予
測
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
。
大
勢
の
患
者
が
医
療
機
関
に
押
し

寄
せ
る
こ
と
で
、
外
来
・
入
院
い
ず
れ
も
の
機
能
が

低
下
し
、
本
来
な
ら
い
ち
早
い
治
療
が
求
め
ら
れ
る

重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
人
に
対
し
、
適
切
な
医
療
が

提
供
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
医
療
供
給
体
制
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
し
ま

う
危
険
性
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
策
を
講
じ
る
べ
き
な
の
か
。
現
在
、
国
で
は
、

医
療
機
関
の
負
担
が
増
大
し
て
、
重
症
患
者
へ
の
対

応
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド

を
遅
ら
せ
、
急
激
な
患
者
数
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
感
染
し
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
、
感
染
し
た
と
し
て
も
他
人
に
う
つ
さ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
、
国
民
一
人
一
人
に
対
す
る

啓
発
が
重
要
に
な
る
た
め
、
現
在
、
国
で
は
広
報
の

積
極
的
な
展
開
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が
い
を
欠
か

さ
ず
、
人
込
み
を
避
け
る
こ
と
。
感
染
し
た
場
合
に

は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
表
１
参
照
）を
守
り
、
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
、
外
出
を
自
粛
す
る
な
ど
の
基
本
的
な

対
応
を
徹
底
す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
個

人
個
人
の
努
力
が
、
そ
の
ま
ま
医
療
機
関
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
非

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
け
る
国
の
対
応

厚
生
労
働
省
健
康
局
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室　

石
川
晴
巳

図　インフルエンザ定点当たり報告数（2009年第1週～第35週）

※国立感染症研究所感染症情報センターのHPを基に編集部で作成
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表1　咳（せき）エチケット

1.周囲の人からなるべく離れてください。
咳やくしゃみのしぶき（飛沫）は約2メートル飛ぶと言われています。

2.咳やくしゃみをするときは、他の人から顔をそらせ、
    ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。
他の人にしぶき（飛沫）をかけないように心がけましょう。マスクをしていない場合には、ティッシュなどで口と
鼻を覆うことも大切です。使ったティッシュはすぐにゴミ箱へ捨てましょう。

3.咳やくしゃみを抑えた手を洗いましょう。
咳やくしゃみを手で覆ったら、手を石鹸で丁寧に洗いましょう。

4.マスクを着用してください。
咳、くしゃみが出ている間はマスクを着用しましょう。使用後のマスクは放置せず、ゴミ箱へ捨てましょう。

※咳エチケットに加え、周囲への感染予防では、手洗いも大切です。石鹸を使って15秒以上かけて洗いましょう。
　洗った後は清潔なタオルやペーパータオルなどで十分に拭き取りましょう。
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場
に
赴
き
、
仕
事
を
行
う
方
も
相
当
程
度
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、
周
囲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
避
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
事
業
所
も

含
め
て
社
会
全
体
の
温
か
い
理
解
が
望
ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
国
で
は
重
症
患
者
、
死
亡
者

の
把
握
は
も
と
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
性
状
の
変
化
も
含

め
た
的
確
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
対
策
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
新
し
い
対
策
を
講
じ
る
可
能
性
も
出
て
く

る
。
国
、
地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

そ
の
よ
う
な
新
局
面
に
も
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

肝
心
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
接
種
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
体
も
含
め
て
、
関
係
機
関
に
お
い
て

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
接

種
の
実
施
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。
一
般
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
重
症
化
予
防
、
死
亡
数
減
少
を
目
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
い

て
も
厚
生
労
働
省
で
は
「
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生

を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
及
び
そ
の
た
め
に
必
要

な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
」を
目
的
に
、
先
般「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
（
素
案
）」
を
発
表
し
、
国
民
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
た
。
そ
の
上
で
９
月
８
日
に
ま
と
め
ら

れ
た
政
府
案
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

優
先
接
種
対
象
者
は
、
医
療
従
事
者
、
妊
婦
、
基

礎
疾
患
が
あ
る
人
、
小
児
、
１
歳
未
満
の
小
児
の
両

親
で
、
国
内
産
の
ワ
ク
チ
ン
が
出
荷
さ
れ
る
10
月
下

旬
以
降
に
、
優
先
順
位
の
高
い
順
か
ら
始
め
る
。
な

お
、
今
回
は
任
意
接
種
の
扱
い
と
な
り
、
自
己
負
担

で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
低
所
得
者
に
対
し
て

は
国
の
補
助
金
の
下
で
自
治
体
が
助
成
し
、
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
接
種
を
行

う
の
は
国
の
委
託
を
受
け
た
医
療
機
関
で
、
10
月
中

旬
に
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

自
治
体
は
情
報
弱
者
へ
の
配
慮
を

　

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
対
策
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
も
、
地
方
自
治
体
の
協
力
は
重
要
で
あ
る
。

医
療
機
関
、
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
・
団
体
と
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
地
方
自
治
体
で
あ

る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

脅
威
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
も
、
果
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
い
。

　

特
に
、
住
民
に
身
近
な
市
町
村
に
お
い
て
は
、
き

め
細
か
な
情
報
提
供
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
の
中
に
は
、
外
国
人
住
民
や
高
齢

者
を
は
じ
め
、
政
府
か
ら
の
情
報
に
接
す
る
機
会
が

少
な
い
情
報
弱
者
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
情
報
弱
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
で
も
市
町

村
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、
外
国
人
住
民

と
一
言
で
い
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
、
ど
の
国
の

住
民
が
多
い
か
も
変
わ
る
し
、
使
っ
て
い
る
言
葉
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
、
言
語

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
相
談
窓
口
を
つ
く
る
な
ど
、
住
民

に
対
す
る
丁
寧
な
情
報
提
供
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

［
編
集
部
注
］

※
本
稿
は
、9
月
15
日
現
在
で
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
10
月
1
日
、
政
府
は「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

本
部
会
合
」
を
開
催
し
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
1
）ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
基
本
方
針
」

（
表
2
）等
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
追
記
し
ま
す
。

表2　新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン接種の基本方針

1.目的
死亡者や重症者の発生をできる限り減らすこと及びそのた
めに必要な医療を確保することを目的とする。

2.各事業実施主体の役割
⑴国は、新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン（以下「ワ
クチン」という。）の生産量に限りがある中で、臨時応急的か
つ一元的にワクチンを確保するとともに、接種の優先順位
を設定する。また、ワクチン接種を行う医療機関と委託契
約を締結し、希望者に対してワクチンの接種を実施する。
このように、今回の事業は、地方自治体との役割分担のも
と、国が主体となって行うものである。
⑵都道府県は、国が示す標準的な実施時期等を参酌し、具
体的な接種スケジュールを設定するとともに、医療機関の
在庫状況等を把握して、ワクチンの円滑な流通を確保する。
⑶市町村は、ワクチン接種を行う医療機関（受託医療機関）
を確保するとともに、住民に対し、接種時期、受託医療機
関等を周知する。また、ワクチン接種に係る費用負担につ
いて、国及び都道府県による財政支援のもと、必要に応じ
低所得者の負担軽減措置を講じる。
⑷受託医療機関は、国と委託契約を締結し、窓口で対象者
の確認を行い、優先順位に従って希望者に対してワクチン
を接種するとともに、市町村及び都道府県を通じて、必要
な報告を行う。

3.優先的に接種する対象者
⑴当面、確保できるワクチンの量に限りがあり、その供給
も順次行われていく見通しであることから、死亡者や重症
者の発生をできる限り減らすこと及びそのために必要な医
療を確保することという目的に照らし、
①インフルエンザ患者の診療に直接従事する医療従事者（救

急隊員を含む）
②妊婦及び基礎疾患を有する者（この中でも、1歳〜小学校

低学年に相当する年齢の者の接種を優先）
③1歳〜小学校低学年に相当する年齢の者
④1歳未満の小児の保護者及び優先接種対象者のうち身体上

の理由により予防接種が受けられない者の保護者等
の順に優先的に接種を開始する。
⑵さらに、小学校高学年、中学生、高校生に相当する年齢
の者及び65歳以上の高齢者についても、優先的に接種する。
⑶なお、優先的に接種する者以外の者に対する接種につい
ては、優先的に接種する者への接種事業の状況等を踏まえ、
対応することとする。

4.ワクチンの確保
⑴今後の感染の拡大やウイルスの変異等の可能性を踏まえ
ると、上記の優先的に接種する者以外における重症例の発
生があり得るため、健康危機管理の観点から、国内産に加
えて、海外企業から緊急に輸入することを決定し、ワクチ
ンを確保する。
⑵国は、3.の接種対象者に順次必要なワクチンを供給でき
るようにするため、今年度末までに、国内産ワクチン2,700
万人分程度を確保するとともに、海外企業から5,000万人分
程度を輸入することとし、既存の新型インフルエンザ対策
予算を活用した上で予備費を使用し、これらのワクチンを
購入する。
⑶輸入ワクチンの確保のため、今回の輸入ワクチンの使用
等に伴い生じる健康被害等に関して製造販売業者に生じた
損失等について国が補償することができるよう、速やかに
立法措置を講じる。

5.接種の実施
⑴国は、受託医療機関との間で、予防接種に関する委託契
約を締結する。
⑵受託医療機関は、国との委託契約に基づき、卸売業者か
らワクチンを購入し、優先接種順位に従い、優先接種対象
者であることを確認のうえ、原則として予約制により接種
を実施する。
⑶市町村は、都道府県と連携し、地域の実情に応じて、受
託医療機関に要請し、保健センター、保健所等を活用して
接種の機会を確保する。

6.費用負担
⑴今回のワクチンの接種については、その目的に照らし、
国は、予防接種法の定期接種に準じて、受託医療機関を通
じてワクチンの接種を受けた者又はその保護者から、実費
相当額（ワクチン代、輸送費及び接種に要する費用。原則と
して全国一律の額）を徴収する。
⑵優先的に接種する者のうち低所得者の費用負担について
は、予防接種法の定期接種に準じて、市町村民税非課税世
帯を念頭に、市町村がその費用を助成する措置を講じる。
その際、当該措置に要する財源の1/2を国が、1/4を都道府
県が補助する。

7.ワクチンの安全性及び有効性の確保と健康被害の救済
⑴今回、接種に用いようとするワクチンについては、今回
の新型インフルエンザに対して初めて製造されたものであ
り、安全性や有効性に関しては十分に検証されていないこ
とから、今後もデータの収集、分析を行うなど、十分に安
全性や有効性の確保に努めるとともに、その安全性や有効
性について、医療関係者、国民等に幅広く情報提供する。
⑵ワクチンによる重篤な副反応について、受託医療機関等
からの報告など国が迅速に情報を把握するとともに、当該
情報を専門家により評価する仕組みを構築し、速やかに対
応する。
⑶今回のワクチン接種に伴い健康被害が生じた場合の救済
については、現行の予防接種法に基づく季節性インフルエ
ンザの定期接種に関する措置を踏まえて必要な救済措置を
講じることができるよう検討を行い、速やかに立法措置を
講じる。

8.広報
⑴国は、接種事業の趣旨、内容、ワクチンの安全性や有効
性に関する知見等について周知する。
⑵都道府県は、新型インフルエンザについて既に設置して
いる相談窓口等の充実を図る。
⑶市町村は、都道府県と連携し、住民に対し、接種が受け
られる時期、受託医療機関等を周知する。

9.今後の検討等
⑴今回の新型インフルエンザワクチンに関しては、今後、
新たな知見等が得られた段階で、適宜、これを見直してい
くものとする。
⑵国は、今回の臨時応急の対策を踏まえ、新型インフルエ
ンザの予防接種の位置づけ等について専門的見地から検討
を行い、その結果に基づき、必要に応じ立法措置を講ずる。
⑶国は、今後、国産ワクチンによりインフルエンザワクチ
ンの供給が確保されるよう、国内生産体制の充実等を図る
ものとする。

2009 年 10 月1 日 政府 新型インフルエンザ対策本部決定
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寄稿 2
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
「
い
ず
れ
感
染
が

拡
大
し
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
対
応
が
必

要
に
な
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
か
っ
た
。
将
来
の
見
通
し
も
含
め
た
幅
広
い
情
報

提
供
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

流
行
期
に
入
っ
た
今
、
今
後
、
刻
々
と
感
染
状

況
、
ウ
イ
ル
ス
の
性
状
も
変
化
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応

策
が
求
め
ら
れ
る
。
既
に
ベ
ー
ス
と
な
る
「
医
療
の

確
保
、
検
疫
、
学
校
・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
の

要
請
等
に
関
す
る
運
用
指
針
（
以
下
、
運
用
指
針
）」

は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
策
定
、
公
表
さ
れ
て
い

る（
５
月
22
日
策
定
、
６
月
19
日
改
定
）。
よ
く
で
き

た
指
針
で
あ
り
、
新
し
く
つ
く
り
変
え
る
必
要
は
な

い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
土
台
に
、
変
え
る
べ
き
と
こ

ろ
は
素
早
く
変
更
し
、
そ
の
際
に
は
関
係
者
に
周
知

徹
底
を
図
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

　

医
療
機
関
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
る
。
発
生
初
期

の
段
階
で
診
療
拒
否
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
あ
っ

た
。
一
病
院
と
し
て
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
そ
の

言
い
分
は
分
か
ら
な
い
で
は
な
い
が
、
国
民
の
生
命

を
守
る
医
療
機
関
の
対
応
と
し
て
は
、
極
め
て
残
念

で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
は
、
表
面
的
な
事
象

を
追
っ
た
記
事
が
多
か
っ
た
半
面
、
冷
静
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
全
体
像
を
説
明
す
る
記
事
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
報
道
が
連
日
に
及
ぶ

と
き
も
あ
れ
ば
、
極
端
に
報
道
量
が
激
減
す
る
場
合

も
あ
っ
た
た
め
に
、
国
民
の
中
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
っ
た
り
、
そ
の
一
方
で「
終
息
し
た
の
で
は
？
」と

誤
解
を
持
た
れ
た
方
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

課
題
は
、今
後
の
対
応
に
生
か
す
た
め
に
あ
る
。
経

験
知
と
し
て
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
よ
き
教
訓
と
し

て
、
今
後
の
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

重
症
者
・
死
亡
者
を
１
人
で
も
少
な
く

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
点
対
策
は
、

も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

特
徴
を
簡
単
に
言
う
と
、
感
染
者
の
ほ
と
ん
ど
が
比

較
的
軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回
復
す
る
の
に
対
し
、
糖

尿
病
や
ぜ
ん
息
な
ど
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
や
妊
婦

な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
今
後
重
点
化
を
図
る
べ
き
対
策
は
、

ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
重
症
化
は
も
ち
ろ
ん
、
死
亡
者
を

１
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

予
想
さ
れ
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
医
療
機
関
の

疲
弊
、
機
能
低
下
で
あ
る
。
外
来
に
患
者
が
集
中
し
、

機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
行

き
届
い
た
治
療
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
医
療
供
給
体
制
の
維
持
を
第
一
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
方
自
治
体
で
は
、
公
衆
衛
生

的
な
観
点
か
ら
感
染
防
止
対
策
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
だ
。
加
え
て
、
軽
微
な
患
者
は
ひ
と
ま
ず
自
宅
療

養
し
て
も
ら
い
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
を
重
点
的

に
ケ
ア
す
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
切
り
分
け
て
対
応

す
る
必
要
も
出
て
く
る
。

　

そ
れ
で
も
、
医
療
機
関
の
機
能
低
下
を
免
れ
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
懸
念
が
あ
る
な

ら
ば
、
地
域
ご
と
に
具
体
的
な
プ
ラ
ン
の
立
案
も
検

討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
要
は
、
医
療
機
関
を
訪
れ
る
患

者
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
工
夫
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
症
状
は
軽
症
だ
が
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
処
方
を
求
め
て
、
多
く
の
患
者
が

　

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
春
先
の
国
内
対
策

　

感
染
症
対
策
に
、
１
０
０
％
の
正
解
は
存
在
し
な

い
。
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
、
ヒ

ト
が
い
ま
だ
免
疫
を
持
た
な
い
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
あ
っ
て
も
、
私
は
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
お
け
る
、
発
生
初
期
の
対
応
は
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
死
亡
者
が
出
る
ま

で
の
日
数
を
見
て
も
こ
れ
は
明
ら
か
だ
。

　

国
内
で
初
め
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
の

死
亡
者
が
出
た
の
は
８
月
15
日
。
国
内
初
感
染
が
５

月
９
日
だ
か
ら
、
３
カ
月
間
以
上
、
死
亡
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
、

そ
の
か
な
り
前
か
ら
死
亡
者
は
出
て
い
た
の
だ
か
ら

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

こ
の
違
い
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。
も
ち
ろ

ん
、
国
民
の
高
い
衛
生
意
識
・
防
衛
意
識
、
治
療
薬

を
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
投
与
で
き
る
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
高
さ
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。

　

や
は
り
、
学
校
閉
鎖
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
公

衆
衛
生
的
な
対
応
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
、
各
主
体
が
総
力
を
挙
げ
て
対
応
で
き
た
結
果
で

あ
る
。
他
国
に
比
べ
て
過
剰
な
対
応
で
あ
っ
た
と
の

批
判
も
確
か
に
あ
る
が
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

地
方
自
治
体
も
迅
速
に
学
校
閉
鎖
な
ど
の
対
応
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
は
感
染
者
の
拡
大
防
止
に
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
６
月
に
一
時
、
感
染
者
が
減

少
し
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
地
方
自
治

体
の
対
応
が
奏
功
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
も
可
能

な
限
り
の
努
力
を
重
ね
、
マ
ス
コ
ミ
が
連
日
、
報
道

し
た
お
か
げ
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

国
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

課
題
を
今
後
の
教
訓
に
生
か
す
た
め
に

　

た
だ
、
す
べ
て
が
満
点
な
わ
け
で
は
な
い
。
課
題

が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。
例
え
ば
、
地
方
自
治
体
の

中
に
は
、
当
初
、
国
か
ら
指
示
を
仰
い
だ
後
に
対
策

を
講
じ
る
と
い
う「
指
示
待
ち
」姿
勢
が
見
ら
れ
、
そ

の
影
響
で
発
熱
外
来
や
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
遅
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
国
は
大
き
な
方
針

や
指
針
は
示
す
も
の
の
、
詳
細
な
部
分
は
地
方
自
治

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
す

る
。
こ
の
姿
勢
は
今
後
も
基
本
に
な
る
と
思
う
。

　

国
の
水
際
作
戦
の
効
果
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た

が
、
当
初
、
そ
の
水
際
に
ば
か
り
関
心
が
集
中
し
た

流
行
ピ
ー
ク
時
の
混
乱
に

自
治
体
は
ど
う
対
処
す
べ
き
か

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
専
門
家
諮
問
委
員
会
委
員
長
、
自
治
医
科
大
学
教
授　

尾
身
　
茂

新型インフルエンザウイルス・A/H1N1（国立感染症研究所HPより転載）

表1　新型インフルエンザ（A/H1N1）の特徴

■感染したほとんどの方は比較的軽症のまま数日で回復
・治療薬（タミフル・リレンザ）が有効である
・現在の季節性インフルエンザワクチンは有効ではない

■基礎疾患（糖尿病、ぜん息等）を有する者、妊婦等で重症化するおそれ
・季節性インフルエンザは高齢者・妊婦等で重症化する傾向

■多くの人が免疫を持たないため、季節性インフルエンザより流行規模は大き
く、感染者数も多いと予想される。
・季節性インフルエンザよりも伝播力（人に感染させる力）は強い。

※厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部事務局「『新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチンの接種について（素案）』を
　みていただくために」を基に編集部で作成
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寄稿 3
　

見
え
ざ
る
危
機
事
象
と
住
民
の
不
安

　

茨
木
市
は
大
阪
府
の
北
部
、
大
阪
と
京
都
の
中
間

に
位
置
し
、
人
口
27
万
人
を
擁
す
る
、
居
住
機
能
と

就
業
・
就
学
の
機
会
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
で

あ
る
が
、
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

４
月
下
旬
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
豚
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
広
が
り
、
死
者
も
発
生
し
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
政
府
は
水
際
対
策
と
し
て

検
疫
を
実
施
し
、「
疑
い
例
が
出
た
」「
新
型
で
は
な

か
っ
た
」と
日
々
報
じ
ら
れ
て
迎
え
た
５
月
16
日
、
思

い
も
よ
ら
な
い
電
話
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、
本
市
内
の
私
立
高
校
の
生
徒
に
感
染
の

疑
い
が
あ
る
と
の
大
阪
府
か
ら
の
連
絡
で
あ
っ
た
。

連
絡
を
受
け
て
即
座
に
関
係
職
員
を
招
集
し
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応
に
当

た
っ
た
。

　
「
茨
木
市
内
の
私
立
高
校
の
生
徒
に
感
染
の
疑
い
」

と
報
じ
ら
れ
て
か
ら
、
市
役
所
に
は
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
殺
到
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
学
校
名
は
報
道

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
ど
こ
の
学
校
だ
」「
感
染
者
の
住
所

を
教
え
ろ
」と
い
う
内
容
が
多
か
っ
た
が
、
答
え
ら
れ

る
わ
け
も
な
く
、
対
応
に
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
本
市
は
保
健
所
設
置
市
で
は
な
く
、
感

染
者
に
関
す
る
情
報
は
茨
木
保
健
所
か
ら
大
阪
府
、

厚
生
労
働
省
と
伝
わ
り
公
表
さ
れ
る
た
め
、
本
市
が

情
報
を
把
握
す
る
の
が
報
道
さ
れ
る
よ
り
遅
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
府
お
よ
び
保
健
所
と
の
連
携
体
制
が

取
れ
る
ま
で
は
、
市
と
し
て
も
な
か
な
か
情
報
収
集

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
17
日
に
な
る
と
、
マ
ス
ク
に
関
す
る

電
話
が
激
増
し
た
。
当
時
の
報
道
の
影
響
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
マ
ス
ク
が
感
染
予
防
に
絶
対
的
効

果
を
持
つ
か
の
よ
う
な
意
識
が
浸
透
し
、
小
売
店
で

は
マ
ス
ク
が
品
薄
状
態
と
な
り
、
ま
た
、
マ
ス
ク
品

薄
を
各
報
道
機
関
が
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
た
こ

と
か
ら
住
民
の
不
安
に
拍
車
が
掛
か
り
、
対
策
本
部

に
は
「
ど
こ
に
行
け
ば
買
え
る
の
か
」「
市
で
配
布
し

ろ
」と
い
っ
た
電
話
が
日
に
１
０
０
件
を
超
え
た
。
そ

の
た
び
に
、
人
込
み
を
避
け
て
い
れ
ば
お
お
む
ね
マ

ス
ク
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
市
販
の
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
は
感
染
者
が
使
用
す
る
こ
と
で
拡
大
防
止
に
効

果
は
あ
る
が
健
康
な
人
が
着
用
し
て
感
染
を
防
ぐ
絶

対
的
効
果
は
な
い
こ
と
、
感
染
予
防
に
は
マ
ス
ク
よ

り
も
手
洗
い
な
ど
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
徹
底
し
た
。
今
に

し
て
思
え
ば
、
多
く
の
住
民
は
目
に
見
え
な
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
、
通
常
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
全
く
異
な
る
未
知
な
る
恐
怖
と
し
て
と

ら
え
、
マ
ス
ク
と
い
う
目
に
見
え
る
も
の
を
用
意
す

る
こ
と
で
不
安
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
ほ
か
対
策
本
部
に
は
、
近
隣
府
県
や
他
の
地

方
か
ら
「
茨
木
市
民
は
市
外
に
出
す
な
」「
関
西
に
出

張
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
心
無

い
電
話
な
ど
も
あ
り
、
最
初
の
数
日
は
電
話
対
応
に

人
手
を
割
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

学
校
の
一
斉
休
校
な
ど
に
よ
る
効
果

　

本
市
に
お
け
る
疑
い
例
の
連
絡
を
受
け
た
16
日
の

第
１
回
対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
最
初
に
検
討
し
た

の
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の
休
校
な
ど
に
つ

教
訓
を
踏
ま
え
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

〜
住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
〜

茨い
ば
ら
き木
市
長　

野
村
宣
一

外
来
内
科
に
殺
到
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

な
る
と
、
や
は
り
医
療
機
関
の
機
能
維
持
は
困
難
と

な
る
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
例
え
ば
患
者
が
病
院
を
訪

れ
な
く
て
も
治
療
薬
を
処
方
で
き
る
よ
う
に
、
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
を
採
用
し
た
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
で
あ
る
公
民
館
で
配
布
す
る
よ
う
な
超

法
規
的
な
非
常
措
置
も
考
え
ら
れ
る
。
医
療
資
源
は

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
れ
故
に
、
地
方
自
治
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
、
プ
ラ
ン
を
つ
く
る

な
り
、
独
自
の
対
応
を
検
討
し
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
混
乱
は
、
外
来
に
限
ら
な
い
。

入
院
が
必
要
な
重
症
患
者
が
殺
到
す
る
こ
と
も
想
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
備
え
て
、
入
院
者

の
中
で
も
軽
症
の
患
者
は
、
一
時
的
に
在
宅
医
療
に

切
り
替
え
て
も
ら
う
な
ど
、
病
床
の
確
保
に
努
め
る

必
要
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
考
え
方

は
変
わ
ら
な
い
。
10
月
下
旬
に
国
内
産
の
出
荷
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
機
関
の
機
能
低
下
の
防

止
、
重
症
者
、
死
亡
者
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
優
先
順
位
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
国
民
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
た
め
に
も
、
国
も
、
地
方
自
治
体
も

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
の
危
機
管
理
の
試
金
石

　

感
染
症
は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
と
は
異
な
る

特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
は
被
害
の
範
囲
の
広
さ
だ
。
い

く
ら
大
地
震
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
被
害
を
直
接

受
け
る
地
域
は
限
定
さ
れ
る
。
国
内
す
べ
て
が
被
災

地
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
被
災
し
た
自
治
体
は
政

府
や
、
全
国
の
自
治
体
、
さ
ら
に
は
近
隣
諸
国
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
感
染
症
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
ら
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
中
が
被
害
を
受
け
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ

一
つ
の
地
方
は
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
可

能
性
も
出
て
く
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
地
方
自
治
体
は
、
大
き
な
役
割
を

担
う
の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
場
所
は
、
地
方
自
治
の
現
場
で

あ
り
、
影
響
を
受
け
る
の
も
そ
の
現
場
だ
。
そ
の
現

場
を
守
る
の
が
、
地
方
自
治
体
の
使
命
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
感
染
症
対
策
に
１
０
０
％
の
正
解
は
な
い

と
述
べ
た
が
、
こ
の
意
識
が
大
切
で
あ
る
。
国
の
対

応
、
サ
ポ
ー
ト
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
国
の
「
運

用
指
針
」
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
あ
る
場
面
で
は
大

胆
に
、
地
方
自
治
体
独
自
の
対
応
策
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
国
全
体
の
危
機
管
理

に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
地
方
自
治

体
の
危
機
管
理
能
力
も
問
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
う
ま
く
対
応
で
き
れ
ば
、
地

方
自
治
体
も
大
い
に
自
信
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
身

近
な
行
政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
感
も
増
す
に
違
い

な
い
。

　

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
で
あ
る
が
、
地
域
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
で
、
ぜ
ひ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

表2　季節性インフルエンザと新型インフルエンザの違い

周　期 毎冬 10～40 年に 1回
ブタ由来のＡ型（H1N1）

人類の多数が経験せず、免疫なし

症状のみでは、季節性、新型インフルエンザの区別はつかない。遺伝子検査で確定。

Ａ型（H1、H3）、B型、C型
免疫あり

突然の 38℃以上の発熱
咳、くしゃみ等の呼吸器症状
頭痛、関節痛、全身倦怠感 等

突然の 38℃以上の発熱
咳、くしゃみ等の呼吸器症状
頭痛、関節痛、全身倦怠感 等

抗インフルエンザウイルス薬 抗インフルエンザウイルス薬
毎年製造される季節性インフルエン
ザに対するワクチンの接種により、

重症化を防止
（国内の４社で製造）

新型インフルエンザに対するワクチンの接種により、
重症化を防止。

現在、国内の４社で製造を開始。
※今秋冬の流行に備えて、外国から輸入を検討

２～５日 １～７日

0.1％以下
0.4%（0.3%～1.5%）、0.06%～0.0004%、0.58%

などの報告がある
（正確な感染者数及び死亡者は把握困難であるため正確な値は不明。）

季節性インフルエンザ 今回の新型インフルエンザ（A/H1N1）

ウイルス型

症　状

遺伝子検査

潜伏期間

致死率

治療薬

ワクチン

※厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部事務局「『新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチンの接種について（素案）』を
　みていただくために」を基に編集部で作成
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て
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　

感
染
拡
大
抑
制
と
社
会
機
能
維
持
の

　

バ
ラ
ン
ス
と
広
報
の
在
り
方

　

感
染
の
発
生
か
ら
１
週
間
は
、
暗
が
り
を
手
探
り

で
駆
け
抜
け
た
よ
う
な
日
々
で
あ
っ
た
が
、
日
が
た

つ
に
つ
れ
、
次
第
に
課
題
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
感
染
拡
大
抑
制
と
社
会
機
能
維
持

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
一
斉

休
校
、
休
所
に
よ
り
、
あ
る
程
度
感
染
拡
大
を
抑
制

す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
保
育
・
教
育
部
局

に
は
「
保
育
所
が
再
開
さ
れ
な
い
と
仕
事
を
い
つ
ま

で
も
休
め
な
い
」「
休
校
な
の
に
子
ど
も
が
外
で
遊
び

ま
わ
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
電
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
地
震
、
風
水
害
な
ど

の
災
害
な
ど
と
比
較
し
て
、
被
害（
感
染
）が
時
間
と

と
も
に
拡
大
す
る
こ
と
、
社
会
機
能
の
回
復
で
は
な

く
維
持
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
違
い
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
危
機
意
識
に
も
大
き
な
差
が
出
て

し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
現
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

第
二
に
、
周
知
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
公

民
館
な
ど
の
施
設
利
用
予
約
者
に
は
、
職
員
が
１
件

ず
つ
電
話
し
た
が
、
こ
れ
が
相
当
に
時
間
を
要
し
た
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
の
連
絡
に
関
し
て

も
非
常
に
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
・
保
護
者
の
同
意
を
得
て
メ
ー
ル

に
よ
る
一
斉
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
検
討
・
導
入
す
る
な

ど
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
何
よ
り
苦
労
し
た
の
は
図
書
館
な
ど
の
利
用

者
へ
の
周
知
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
せ

ず
、
車
両
広
報
に
よ
る
情
報
入
手
も
で
き
な
か
っ
た

方
へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
検
討

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

一
番
身
近
な
行
政
と
し
て
の
役
割

　

最
近
に
な
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
で

亡
く
な
ら
れ
る
方
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
報
道
が
再
び
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
従
い
、市
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
増
え
て
き
て
お
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響
の
大
き

さ
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
７
月
に
入

り
、
大
阪
府
内
で
の
感
染
者
数
は
当
初
以
上
の
ペ
ー

ス
で
増
え
続
け
て
い
た
が
、あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
そ
の
時
期
に
は
問
い
合
わ
せ
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、ま
た
、各
個
人
の
対
策
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け

の
影
響
力
を
持
つ
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ニ
ュ
ー
ス
だ
け

で
な
く
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
住
民
に
伝
え
る
こ
と
で
感
染
拡
大

抑
制
の
一
助
に
な
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
さ
ら
に
感
染
が
拡
大
す
る

恐
れ
の
あ
る
秋
以
降
に
向
け
て
、
マ
ス
ク
、
消
毒

液
な
ど
の
備
蓄
を
進
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
各
家
庭

に
お
け
る
備
蓄
の
啓
発
、
手
洗
い
、
う
が
い
と
い
っ

た
感
染
予
防
策
な
ど
、
住
民
な
ど
に
向
け
て
の
正
確

な
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。
今
後
も
、
住
民
に
一
番
身
近
な
行
政
と
し
て
の

市
の
在
り
方
を
意
識
し
、
住
民
不
安
を
解
消
し
パ

ニ
ッ
ク
を
最
小
限
に
防
ぐ
と
と
も
に
日
常
生
活
の
維

持
に
努
め
、
行
政
・
住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
危
機
事
象
を
乗
り
越
え
て

ま
い
り
た
い
。

い
て
で
あ
っ
た
。
翌
17
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
あ
る
こ
と
が
検
査
結
果
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
段
階

で
、
市
立
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
な
ど
高
齢
者
通
所
介
護
施

設
、
障
害
者
通
所
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
23
日
ま
で

の
休
校
・
休
所
を
決
定
し
、
私
立
や
民
間
の
施
設
に

も
同
様
の
対
応
を
要
請
し
た
。
翌
18
日
か
ら
は
図
書

館
や
公
民
館
な
ど
、
市
の
全
施
設
の
23
日
ま
で
の
休

館
を
実
施
し
、
ま
た
、
市
主
催
行
事
は
31
日
ま
で
自

粛
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
た
。
住
民
か
ら
は「
そ
こ

ま
で
や
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

ご
意
見
も
ち
ょ
う
だ
い
し
た
が
、
今
回
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
毒
性
は
さ
ほ
ど
で
は
な

い
も
の
の
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
感

染
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
の
対
策
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
奏
功
し
て
か
、
23
日
以
降
は
新

た
な
感
染
者
も
確
認
さ
れ
ず
、
初
期
の
感
染
拡
大
を

防
止
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
休
校
・

休
館
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
、
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
個
人
で
で
き
る
感
染
予
防
お
よ
び
拡
大
防

止
策
に
つ
い
て
住
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
随
時

発
信
す
る
と
と
も
に
、
消
防
車
両
お
よ
び
清
掃
車
に

よ
る
広
報
を
実
施
し
た
。
清
掃
車
は
毎
日
同
じ
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
な
が
ら
市
内
全
域
を
走
行
し
て
い
る
た

め
、
普
段
と
違
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
て
い
る
こ
と

で
住
民
の
注
意
を
引
き
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
か
ら
は
、
今
後
に
向
け

茨木市における感染報告者数（大阪府発表）
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5月24日以降の対処方針を決定した「第10回茨木市新型インフルエンザ対策本部会議」（平成21年5月23日実施）




